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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明システムにおいてターゲット領域の照度を制御する方法であって、
　　前記照明システムは少なくとも１つの光源を備え、前記少なくとも１つの光源それぞ
れは複数の光モジュールを備え、前記複数の光モジュールそれぞれは独立に照度について
調整可能であり、
　前記方法は、
　前記少なくとも１つの光源と前記ターゲット領域との間の位置関係を取得するステップ
と
　前記位置関係から、前記少なくとも１つの光源からの前記ターゲット領域の相対的な方
向を取得するステップと、
　前記少なくとも１つの光源の照明分布から、前記少なくとも１つの光源から放射する複
数の光モジュールの照明方向を得るステップと、
　前記相対的な方向と前記照明方向とを比較するステップと、
　前記比較の結果に基づいて、前記少なくとも１つの光源の前記複数の光モジュールから
少なくとも１つの光モジュールを選択するステップと
　選択された前記少なくとも１つの光モジュールのうちの少なくとも１つを照度について
調整するステップと、
　を含む、方法。
【請求項２】
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　選択された前記少なくとも１つの光モジュールのうちの少なくとも１つを照度について
調整するステップは、
　　照明要件を満たすように前記少なくとも１つの光モジュールを調和してまたは独立に
照度について調整するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの光源の前記照明分布が、三角形、小滴、または、扇形の形態であ
る、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記光モジュールは、少なくとも１つの発光素子を備え、
　前記少なくとも１つの発光素子は、発光ダイオード（ＬＥＤ）、有機発光ダイオード（
ＯＬＥＤ）、または、蛍光灯である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　照明システムにおいてターゲット領域の照度を制御するための装置であって、
　　前記照明システムは少なくとも１つの光源を備え、前記少なくとも１つの光源それぞ
れは複数の光モジュールを備え、前記複数の光モジュールそれぞれは独立に照度について
調整可能であり、
　前記装置は、
　前記少なくとも１つの光源と前記ターゲット領域との間の位置関係を取得する第１の取
得ユニットと、
　前記位置関係から、前記少なくとも１つの光源からの前記ターゲット領域の相対的な方
向を取得する第２の取得ユニットと、
　前記少なくとも１つの光源の照明分布から、前記少なくとも１つの光源から放射する複
数の光モジュールの照明方向を取得する第３の取得ユニットと、
　前記相対的な方向と前記照明方向とを比較する比較ユニットと、
　前記比較の結果に基づいて、前記少なくとも１つの光源の前記複数の光モジュールから
少なくとも１つの光モジュールを選択する選択ユニットと、を有するセレクタと、
　選択された前記少なくとも１つの光モジュールのうちの少なくとも１つを照度について
調整するアジャスタと、
　を備える、装置。
【請求項６】
　前記アジャスタは、
　照明要件を満たすように前記少なくとも１つの光モジュールを調和してまたは独立に照
度について調整するように構成された第１の調整ユニット、
　を備える、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの光源の前記照明分布は、三角形、小滴、または、扇形の形態であ
る、
　請求項５に記載の装置。
【請求項８】
　前記光モジュールは、少なくとも１つの発光素子を備え、
　前記少なくとも１つの発光素子は、発光ダイオード（ＬＥＤ）、有機発光ダイオード（
ＯＬＥＤ）、または、蛍光灯である、
　請求項５に記載の装置。
【請求項９】
　照明システムにおいてターゲット領域の照度を制御するためのコントローラであって、
　前記照明システムは少なくとも１つの光源を備え、前記少なくとも１つの光源それぞれ
は複数の光モジュールを備え、前記複数の光モジュールそれぞれは独立に照度について調
整可能であり、
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　請求項５から８のいずれか１項に記載の装置を備える、コントローラ。
【請求項１０】
　コンピュータで読取り可能な媒体上に具現化されるコンピュータ・プログラムであって
、請求項１から４のいずれか１項に記載の前記方法を実行するように構成されている、
　コンピュータ・プログラム。
【請求項１１】
　照明システムであって、
　少なくとも１つの光源を備え、前記少なくとも１つの光源それぞれは複数の光モジュー
ルを備え、前記複数の光モジュールそれぞれは独立に照度について調整可能であり、
　前記照明システムにおいてターゲット領域の照度を制御するように構成されたコントロ
ーラを備え、前記コントローラは請求項５から８のいずれか１項に記載の装置を含む、
　照明システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、一般に照明の分野に関し、より詳細には照明システム、ならびに
照明システムにおいてターゲット領域の照度を制御するための方法、装置、コントローラ
、およびコンピュータ・プログラム製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　オープンプランのオフィスまたは工場などのオープン領域には、通常、全般照明のため
に配置された、いくつかの光源がある。従来、照明器具などの光源は、天井の所定位置に
固定されている。照明システムがそうした光源を用いて構築される場合、光源は、一般に
固定され、変更される可能性はほとんどない。
【０００３】
　ターゲット領域、例えば小領域に対する光は、通常いくつかの照明器具から到来する。
したがって、照明器具の位置は、ターゲット領域の照度に影響を与える。また、照明器具
の照明分布は、ターゲット領域の照度に影響を与える。ターゲット領域の照度にさらに影
響を与える別の要因は、照明器具それぞれの出力レベルである。
【０００４】
　実際上、オープン領域で働く人が、オープン領域の他の場所に対する照度を低下させる
ことなく、彼または彼女の仕事場に対する照度を低下させることを望む場合、従来の照明
システムではそうすることは困難である。人がオープン領域の他の場所に対する照度に影
響を与えずに、彼または彼女の仕事場に対する照度を高めたいという別の場合は、人は、
追加の照明装置を使用することによってのみ、その人が望む方法で個人専用の照明効果を
実現することができる。したがって、オープン領域の人にとって個人専用の照明を実現す
ることが不便である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記を考慮して、オープン領域に対して個人専用の照明を実現するために照度を制御す
るための解決策が当技術分野において必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　オープン領域に対する個人専用の照明を可能にし、したがって上記の問題を解決するた
めに、本発明は、照明システムにおいてターゲット領域の照度を制御するための新規な解
決策を提案する。
【０００７】
　第１の態様において、本発明の実施形態は、照明システムにおいてターゲット領域の照
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度を制御する方法を提供し、照明システムが少なくとも１つの光源を備え、少なくとも１
つの光源それぞれが、それぞれが独立に調整可能な複数の光モジュールを備える。本方法
は、少なくとも１つの光源とターゲット領域間の位置関係、および少なくとも１つの光源
それぞれの照明分布に基づいて、少なくとも１つの光源から、ターゲット領域の照度に関
連付けられる少なくとも１つの光モジュールを選択するステップと、選択された少なくと
も１つの光モジュールのうちの少なくとも１つを調整するステップとを含む。
【０００８】
　第２の態様において、本発明の実施形態は、照明システムにおいてターゲット領域の照
度を制御するための装置を提供し、照明システムが少なくとも１つの光源を備え、少なく
とも１つの光源それぞれが、それぞれが独立に調整可能な複数の光モジュールを備える。
本装置は、少なくとも１つの光源とターゲット領域間の位置関係、および少なくとも１つ
の光源それぞれの照明分布に基づいて、少なくとも１つの光源から、ターゲット領域の照
度に関連付けられる少なくとも１つの光モジュールを選択するように構成されたセレクタ
と、選択された少なくとも１つの光モジュールのうちの少なくとも１つを調整するように
構成されたアジャスタとを備える。
【０００９】
　第３の態様において、本発明の実施形態は、照明システムにおいてターゲット領域の照
度を制御するためのコントローラを提供し、照明システムが少なくとも１つの光源を備え
、少なくとも１つの光源それぞれが、それぞれが独立に調整可能な複数の光モジュールを
備える。コントローラは、本発明による装置を備える。
【００１０】
　第４の態様において、本発明の実施形態は、コンピュータで読取り可能な媒体上で具体
的に具現化されるコンピュータ・プログラムを備えるコンピュータ・プログラム製品を提
供する。コンピュータ・プログラムは、本発明による方法を実行するように構成される。
【００１１】
　第５の態様において、本発明の実施形態は、照明システムを提供する。照明システムは
、それぞれが複数の光モジュールを備え、複数の光モジュールのそれぞれが独立に調整可
能な少なくとも１つの光源と、照明システムにおいてターゲット領域の照度を制御するよ
うに構成され、本発明による装置を備えるコントローラとを備える。
【００１２】
　本発明の実施形態において、（天井のグリル照明のような）全般照明のみに関する照明
の解決策が開示されるが、人々が近くに居る同僚の邪魔をせずに、照明を、自分の作業領
域ならびに自分の好みおよび活動に合わせる、または個人専用にすることが可能である。
したがって、ユーザ体験、および潜在的な仕事の能率も著しく効果的に改善することがで
きる。
【００１３】
　また、本発明の実施形態の他の特徴および利点は、特定の例示的な実施形態の以下の説
明を、本発明の原理を一例として示す添付図面とともに読むことによって理解されよう。
【００１４】
　本発明の実施形態は、例という意味において提示され、それらの利点が添付図面を参照
して以下でより詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の例示的な実施形態による照明システムを示すハイレベルのブロック図で
ある。
【図２】本発明の例示的な実施形態による照明システムにおいてターゲット領域の照度を
制御する方法を示す流れ図である。
【図３】本発明の例示的な実施形態による照明システムにおいてターゲット領域の照度を
制御する方法を示す流れ図である。
【図４】本発明の例示的な実施形態による光源の照明分布の例を示す概略図である。
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【図５】本発明の例示的な実施形態による照明システムにおいてターゲット領域の照度の
制御を示す概略図である。
【図６】本発明の例示的な実施形態による光源の照明分布の例を三次元で示す概略図であ
る。
【図７】本発明の例示的な実施形態による照明分布の正面図および側面図を示す概略図で
ある。
【図８】本発明の例示的な実施形態による照明分布の断面を正面図で示す概略図である。
【図９】本発明の例示的な実施形態による照明分布の断面を側面図で示す概略図である。
【図１０】本発明の例示的な実施形態によるターゲット領域の照度の制御を示す概略図で
ある。
【図１１】本発明の例示的な実施形態によるターゲット領域と光源間の位置関係を示す概
略図である。
【図１２】本発明の例示的な実施形態による照明システムにおいてターゲット領域の照度
を制御するための装置を示す概略図である。
【図１３】本発明の例示的な実施形態による例示的な照度結果および所望の照度結果を示
す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図全体にわたって、同一または類似の参照番号は、同一または類似の要素を示す。
【００１７】
　本発明の様々な実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。各図における流れ
図およびブロック図は、本発明の実施形態による装置、方法、ならびにコンピュータ・プ
ログラム製品によって実行可能なアーキテクチャ、機能および動作を示す。この点に関し
て、流れ図またはブロック図における各ブロックは、指定された論理機能を行うための１
つまたは複数の実行可能命令を含むモジュール、プログラム、またはコードの一部を表す
場合がある。一部の代替形態において、ブロックに示される機能は、図に示されるような
順番とは異なる順番で起きてもよいことに留意されたい。例えば、連続的に示される２つ
のブロックが、関連する機能に応じて、実際には並行してまたは逆順に行われてもよい。
また、ブロック図および／または流れ図における各ブロックならびにそれらの組み合わせ
は、指定された機能／動作を行うための専用のハードウェアを主体とするシステムによっ
て、または専用のハードウェアとコンピュータ命令の組み合わせによって実施されてもよ
いことに留意されたい。
【００１８】
　一般に、本発明の実施形態は、照明システムを提供し、照明システムにおいてターゲッ
ト領域の照度を制御するための方法、装置、コントローラおよびコンピュータ・プログラ
ム製品を提供する。次に、本発明の一部の例示的な実施形態について図を参照して説明す
る。
【００１９】
　図１を最初に参照すると、本発明の例示的な実施形態による照明システム１００を示す
ハイレベルのブロック図が示されている。
【００２０】
　本発明の実施形態において、照明システムは、少なくとも１つの光源および照明システ
ムを制御するためのコントローラを備えることができる。図１に示すように、照明システ
ム１００は、５つの光源１１０、１２０、１３０、１４０および１５０（例えば５つの照
明器具）ならびにコントローラ１６０を備える。この照明システム１００において、光源
のそれぞれは、複数の光モジュール（図示せず、例えば１０個の光モジュール）を備え、
複数の光モジュールそれぞれが独立に調整可能であってもよい。
【００２１】
　一部の実施形態において、光源における各光モジュールの出力レベルは、他の光モジュ
ールとは独立に調整可能であってもよい。したがって、ある光モジュールの出力レベルが
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調整されるとき、他の光モジュールの出力レベルは、影響されない。当業者には理解され
るように、光源における光モジュールの照明方向または他の適切なファクタも、独立に調
整可能であってもよい。
【００２２】
　一部の実施形態において、発光ダイオード（ＬＥＤ）は、光モジュールにおいて発光素
子として働くことができる。あるいは、またはさらに、本発明の実施形態に関連して有機
発光ダイオード（ＯＬＥＤ）または蛍光灯が使用されてもよい。
【００２３】
　一部の実施形態において、ターゲット領域の照度に寄与する光源は、ターゲット領域に
関連付けられていると見なされる。図１に示す実施形態に関して、光源１１０、１２０、
１３０、１４０および１５０によって放射された光は、ターゲット領域１０１を照らし、
このターゲット領域１０１は、照明システム１００が構築されるオープン領域において事
前に定められてもよい。見てわかるように、光源１１０、１２０、１３０、１４０および
１５０は、ターゲット領域の照度に関連付けられている。
【００２４】
　図１では５つの光源が示されているが、１つまたは複数の光源があってもよく、すなわ
ち、光源の数は、５より少なくても多くてもよく、５に限定されないことに留意されたい
。また、本発明におけるターゲット領域は、仕事場、勉強場所、ターゲット物体、または
人が使用する他のいかなる場所であってもよいことに留意されたい。
【００２５】
　コントローラ１６０は、照明システム１００においてターゲット領域１０１の照度を制
御するように構成され得る。本発明の実施形態において、コントローラ１６０は、照明シ
ステムにおいてターゲット領域の照度を制御するための装置（図示せず）を備えることが
できる。本発明の実施形態において、装置は、セレクタおよびアジャスタを備えることが
できる。セレクタは、少なくとも１つの光源とターゲット領域間の位置関係、および少な
くとも１つの光源それぞれの照明分布に基づいて、少なくとも１つの光源から、その場所
の照度に関連付けられる少なくとも１つの光モジュールを選択することができ、アジャス
タは、選択された少なくとも１つの光モジュールのうちの少なくとも１つを調整すること
ができる。図１２に関して、装置の詳細について以下のとおり説明する。
【００２６】
　本発明によるコントローラ、例えばコントローラ１６０は、本発明による方法および装
置を参照して説明されるような機能性を実施するように構成されてもよいことに留意され
たい。したがって、本発明による方法に関して論じる特徴は、コントローラ１６０におけ
る対応する構成要素に当てはまる。コントローラ１６０は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、および／または、それらの任意の組み合わせにおいて具現化されても
よいことにさらに留意されたい。例えば、コントローラ１６０は、本発明による方法を実
行するように構成されたコンピュータ・プログラムを備えたハードウェア、プロセッサ、
コンピュータもしくはサーバにおいて実施される回路、またはハードウェアもしくはソフ
トウェアにおいて実施される任意の他の適切なデバイスを使用することによって実施され
てもよい。当業者は、前述の例が単に例示のためであって、限定のためではないことを理
解されるであろう。
【００２７】
　本開示の一部の実施形態において、本発明によるコントローラ、例えばコントローラ１
６０は、少なくとも１つのプロセッサを備えることができる。本開示の実施形態での使用
に適した少なくとも１つのプロセッサは、一例を挙げると、既に知られている、または将
来開発される汎用のプロセッサおよび特殊用途のプロセッサの両方を含んでもよい。コン
トローラ１６０は、少なくとも１つのメモリをさらに備えてもよい。少なくとも１つのメ
モリは、例えば、半導体メモリデバイス、例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭおよびフラッシュメモリデバイスを含んでもよい。少なくとも１つのメモリを使用
して、コンピュータ実行命令のプログラムを保存することができる。プログラムは、任意
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の高レベルおよび／または低レベルの適合可能なもしくは解釈可能なプログラミング言語
で書くことができる。実施形態によると、コンピュータ実行命令は、少なくとも１つのプ
ロセッサを用いて、コントローラ１６０に本発明による方法を少なくとも行わせるように
構成されてもよい。
【００２８】
　本開示の一部の実施形態において、本発明によるコントローラは、照明システムにおい
て光源（複数可）に対する無線制御または有線制御を行うことができる。当業者によって
理解されるように、無線制御は、例えば、ＷｉＦｉ、ローパワーＷｉＦｉ、ブルートゥー
ス、エンオーシャン（ＥｎＯｃｅａｎ）、Ｚウェーブおよび同様の技術を含む多くの無線
技術を採用することができ、それらによって、典型的には、短距離通信が可能となる。
【００２９】
　図２を次に参照すると、本発明の例示的な実施形態による照明システムにおいてターゲ
ット領域の照度を制御する方法２００を示す流れ図が示されている。照明システムは、図
１に示すような照明システム１００であってもよく、この照明システム１００は、少なく
とも１つの光源を備え、少なくとも１つの光源それぞれが複数の光モジュールを備え、複
数の光モジュールそれぞれが独立に調整可能である。
【００３０】
　ステップＳ２０１において、ターゲット領域の照度に関連付けられている少なくとも１
つの光モジュールが、少なくとも１つの光源とターゲット領域間の位置関係、および少な
くとも１つの光源それぞれの照明分布に基づいて、少なくとも１つの光源から選択される
。
【００３１】
　本発明の実施形態において、少なくとも１つの光源とターゲット領域間の位置関係は、
一般に少なくとも１つの光源の位置とターゲット領域の位置の間との関係を表す。具体的
には、位置関係は、少なくとも１つの光源およびターゲット領域に関する位置情報、例え
ば、少なくとも１つの光源の座標およびターゲット領域の座標を含む三次元の座標情報を
含むことができる。また、位置関係は、少なくとも１つの光源およびターゲット領域に関
する方向情報、例えば、少なくとも１つの光源とターゲット領域間の角度を表す１つまた
は複数の方向を示す角度を含むことができる。
【００３２】
　本発明の実施形態において、位置関係は、メモリに前もって保存されてもよい。一部の
実施形態において、位置関係は、ターゲット領域と１つまたは複数の光源との間の関連性
を含んでもよい。一部の実施形態において、位置関係は、ターゲット領域と光源における
１つまたは複数の光モジュールとの間の関連性を含んでもよい。保存された位置関係を調
べることによって、ターゲット領域に関連付けられる少なくとも１つの光モジュールを決
定することができる。
【００３３】
　位置関係は、ターゲット領域および少なくとも１つの光源の位置に基づいて得られても
よい。具体的には、例示的な実施形態において、ターゲット領域の少なくとも１つの相対
的な方向は、少なくとも１つの光源から計算されてもよく、少なくとも１つの光源とター
ゲット領域間の位置関係は、少なくとも１つの相対的な方向に基づいて得られてもよい。
【００３４】
　本発明の実施形態において、照明分布は、空間におけるそれぞれの方向の光源の光強度
を指す。光源の照明分布は、三角形、小滴、扇形、または任意の他の適切な形状の形態で
あってもよい。照明分布は、複数の部分（例えば、Ｎ個の部分、ここにＮ≧＞２）を含ん
でもよく、各部分が光源における複数の光モジュールの１つに対応することができる。
【００３５】
　図４を次に参照すると、本発明の例示的な実施形態による光源の照明分布の例を示す概
略図が示されている。示された照明分布が小滴のような形態であることがわかる。単に例
示の目的のために、光源は、例示的に１０個の光モジュールを備える。図４に示すように
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、照明分布は、１０個の部分（すなわち、Ｎ＝１０）を備え、これらの部分がそれぞれ、
Ｉ１、Ｉ２、Ｉ３、．．．、Ｉ８、Ｉ９、Ｉ１０として表示される。本発明の実施形態に
おいて、部分Ｉｉ（ｉ＝１、２、３、．．．、Ｎ）は、
　　Ｉｉ＝Ｉｉ－０・Ｆｉ（θ）　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
として表現することができて、ここで、ｉ＝１、２、３、．．．、Ｎである。
【００３６】
　ここで、Ｉｉ－０を使用して光源の各光モジュールの出力レベルを表すことができ、θ
は、光源の各光モジュールから仕事場の方向を表すパラメータである。Ｆｉ（θ）は、θ
の関数であり、様々な形態で表現され得る。例えば、ランバート照明分布に対して、Ｆｉ

（θ）は、Ｆｉ（θ）＝ｃｏｓ（θ）の形態であってもよい。もう１つ例を挙げると、あ
るタイプの小滴形状の照明分布に対しては、Ｆｉ（θ）＝ｃｏｓｎ（θ）であり、ここに
、ｎ＝２、３、４．．．などである。また、さらに別の例を挙げると、Ｆｉ（θ）は、他
のなんらかの数値関数として表現されてもよい。
【００３７】
　上記を考慮して、（Ｉ（θ）として表示される）光源の照明分布は、
　　Ｉ（θ）＝［Ｉ１、Ｉ２、Ｉ３、．．．、Ｉ８、Ｉ９、Ｉ１０］
　　　　　＝［Ｉ１－０・Ｆ１（θ）、Ｉ２－０・Ｆ２（θ）、．．．、Ｉ９－０・Ｆ９

（θ）、Ｉ１０－０・Ｆ１０（θ）］　　　　　　　　　　　（２）
として表現することができる。
【００３８】
　本発明の実施形態において、１つまたは複数の光モジュールは、様々な方法で、少なく
とも１つの光源から選択されてもよい。具体的には、一部の例示的な実施形態において、
１つまたは複数の光源は、位置関係から、光源からのターゲット領域の相対的な方向を得
ること、光源の照明分布から、光源から放射する複数の光モジュールの照明方向を得るこ
と、相対的な方向を照明方向と比較すること、および比較結果に基づいて、光源の複数の
光モジュールから１つの光モジュールを選択することによって選択されてもよい。他の一
部の例示的な実施形態において、ターゲット領域の照度に関連付けられる１つまたは複数
の光モジュールは、少なくとも１つの光源とターゲット領域間の位置関係、および少なく
とも１つの光源それぞれの照明分布に基づいて前もって決定されてもよく、例えば、半導
体メモリデバイス、例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、およびフラッ
シュメモリデバイスを含む、メモリまたは記憶装置に保存されてもよい。このように、タ
ーゲット領域の照度に関連付けられる１つまたは複数の光モジュールは、メモリまたは記
憶装置を調べることによって少なくとも１つの光源から選択されてもよい。
【００３９】
　ステップＳ２０２において、選択された少なくとも１つの光モジュールのうちの少なく
とも１つが調整される。
【００４０】
　本発明の実施形態において、選択された少なくとも１つの光モジュールは、様々な方法
で調整されてもよい。例えば、選択された少なくとも１つの光モジュールは、互いに依存
してまたは独立に調整されてもよい。もう１つ例を挙げると、選択された少なくとも１つ
の光モジュールのサブセットが調整されてもよい。
【００４１】
　例示的な実施形態において、ターゲット領域に対する照明要件が得られてもよく、選択
された少なくとも１つの光モジュールが照明要件を満たすように調和してまたは独立に調
整されてもよい。
【００４２】
　あるいは、例示的な実施形態において、ターゲット領域に対する照明要件が得られても
よく、選択された少なくとも１つの光モジュールの一部またはすべてが照明要件を満たす
ように調整されてもよい。
【００４３】
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　本発明の実施形態において、光モジュールは、少なくとも１つの発光素子を備えること
ができる。発光素子は、ＬＥＤ、ＯＬＥＤ、蛍光灯、または任意の他の適切な素子であっ
てもよい。
【００４４】
　図３を次に参照すると、本発明の例示的な実施形態による照明システムにおいてターゲ
ット領域の照度を制御する方法３００を示す流れ図が示されている。照明システムは、図
１に示すような照明システム１００であってもよく、この照明システムは、少なくとも１
つの光源を備え、少なくとも１つの光源それぞれが複数の光モジュールを備え、複数の光
モジュールそれぞれが独立に調整可能である。
【００４５】
　ステップＳ３０１において、ターゲット領域に対する照明要件が得られる。
【００４６】
　一部の実施形態において、照明要件は、彼または彼女の好み又は体験によりユーザによ
って事前に定められるか、または入力されてもよい。照明要件を得るいくつかの方法があ
る。例えば、照明要件が事前に定められる場合は、照明要件は、メモリに前もって事前保
存されてもよく、このメモリは、例えば、半導体メモリデバイス（例えばＲＡＭ、ＲＯＭ
、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭなど）、フラッシュメモリデバイスなどであってもよく、照
明要件は、ターゲット領域の照度が調整されることになるときに得られてもよい。別の例
を挙げると、照明要件がユーザによって実時間で入力される場合は、照明要件は、ユーザ
と照明システム間のインターフェースから受け取られてもよく、このインターフェースは
、その場所の照度に対する当業者の要件を入力するために当業者にとって利用可能なグラ
フィック・ユーザ・インターフェース（ＧＵＩ）、遠隔制御装置、携帯機器、コンピュー
タまたは任意の他の適切な装置であってもよい。
【００４７】
　ステップＳ３０２において、光源からのターゲット領域の相対的な方向が位置関係から
得られる。
【００４８】
　本発明の実施形態において、相対的な方向は、光源からの仕事場の方向を表すパラメー
タである。単に例示の目的ために、図５に示すように、照明システムは、５つの光源を備
え、各光源が１０個の光モジュールを備えると仮定されている。次に、図５を参照すると
、本発明の例示的な実施形態による照明システムにおいてターゲット領域５０１の照度の
制御を示す概略図が示されており、照明システムは、５つの光源５１０、５２０、５３０
、５４０および５５０を備え、簡潔のために、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４およびＡ５と表示
される。図示するように、光源からのターゲット領域の相対的な方向は、例示的にθＡｉ

として示され、ここに、ｉ＝１、２、．．．、５である。具体的には、第１のラインがｉ
番目の光源からその領域へのラインであり、第２のラインがｉ番目の光源から地面へのラ
インであって地面に垂直なラインであると仮定すると、θＡｉは、第１のラインと第２の
ライン間の角度として計算することができる。したがって、光源Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４
およびＡ５からのターゲット領域の相対的な方向を表すθＡ１、θＡ２、θＡ３、θＡ４

およびθＡ５をそれぞれ得ることができる。
【００４９】
　本発明の実施形態において、位置関係は、いくつかの方法で得られてもよい。一部の実
施形態において、位置関係は、少なくとも１つの光源からのターゲット領域の少なくとも
１つの相対的な方向を最初に計算し、次に、少なくとも１つの相対的な方向に基づいて位
置関係を得ることによって得られてもよい。本発明の実施形態において、光源およびター
ゲット領域の位置は、容易には変更されないので、光源とターゲット領域間の位置関係を
、前もって得て、将来使用するためにメモリまたは記憶装置に保存してもよい。本発明の
別の実施形態によると、位置関係は、本発明による方法の処理中に実時間で計算されても
よい。
【００５０】
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　ステップＳ３０３において、光源から放射する複数の光モジュールの照明方向が光源の
照明分布から得られる。
【００５１】
　ステップＳ３０２の期間に、相対的な方向θＡ１、θＡ２、θＡ３、θＡ４およびθＡ

５のいずれもが位置関係から得られてもよいことに留意されたい。単に例示の目的ために
、ステップＳ３０２において、光源５４０、すなわちＡ４からのターゲット領域の相対的
な方向、例えばθＡ４が位置関係から得られると仮定されている。したがって、ステップ
Ｓ３０３において、光源５４０から放射する複数の光モジュールの照明方向を光源５４０
の照明分布から得ることができる。
【００５２】
　本発明の実施形態において、光源５４０の照明分布は、図４に示すような小滴のような
形態であってもよい。同様に、光源５４０の照明分布はまた、それぞれＩ１、Ｉ２、Ｉ３

、．．．、Ｉ８、Ｉ９、Ｉ１０として表示される１０個の部分を備えてもよく、各部分が
光源５１０における各光モジュールに対応する。一部の実施形態において、各光モジュー
ルは光を放射し、それに応じて角度のレンジに対応する照明範囲を有する。したがって、
光源５４０におけるすべての光モジュールの照明方向を得ることができる。
【００５３】
　光源から放射する光モジュールの照明方向は、例えば角度のレンジである。角度のレン
ジにおける最大値は、（部分Ｉ１に対応する第１の光モジュールから放射される最も遠い
光である）光４２０と光源の垂直ライン４１０間の（図４においてθＩ１＿ｍａｘとして
表示される）角度であってもよい。角度のレンジにおける最小値は、（部分Ｉ１に対応す
る第１の光モジュールから放射される最も近い光である）光４３０と光源の中心の垂直ラ
イン４１０間の（図４においてθＩ１＿ｍｉｎとして表示される）角度であってもよい。
【００５４】
　ステップＳ３０４において、相対的な方向が照明方向と比較される。
【００５５】
　ステップＳ３０４においてなされた仮定により、例えば、光源５４０からのターゲット
領域の相対的な方向が光源５４０から放射する１０個の光モジュールのそれぞれの照明方
向と比較され得る。この比較に基づいて、光源５４０における光モジュールの照明方向に
最も関連性が強い相対的な方向を決定することは、容易である。
【００５６】
　例えば、相対的な方向θＡ４は、光源５４０における（部分Ｉ１に対応する）第１の光
モジュールの照明方向、光源５４０における（部分Ｉ２に対応する）第２の光モジュール
の照明方向、．．．、光源５４０における（部分Ｉ１０に対応する）第１０の光モジュー
ルの照明方向と比較され得る。相対的な方向に応じて、θＡ４は、θＩ１＿ｍｉｎ～θＩ

１＿ｍａｘのレンジに入り、部分Ｉ１に対応する第１の光モジュールがその場所の照度に
寄与すると決定することができる。言い換えれば、相対的な方向θＡ４は、部分Ｉ１に最
も関連性が強い。
【００５７】
　ステップＳ３０５において、比較結果に基づいて、光源の複数の光モジュールから１つ
の光モジュールが選択される。
【００５８】
　例えば、図５に示すように、相対的な方向は、例えば、部分Ｉ１に最も関連性が強く、
こうして光源５４０における部分Ｉ１に対応する光モジュールが光源の複数の光モジュー
ルから選択され得る。
【００５９】
　ステップＳ３０２～Ｓ３０５において、例えば、光源５４０は、単に例示の目的のため
に、これらのステップにおいて列挙される光源として採用されていることに留意されたい
。当業者は、光源５１０、５２０、５３０、５４０および５５０のいずれもがステップＳ
３０２～Ｓ３０５の処理に適用可能であることを容易に理解されるであろう。したがって
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、ステップＳ３０２～Ｓ３０５を行うことによって、（例えば、部分Ｉ５に対応する）光
モジュールが光源５１０から選択され、（例えば、部分Ｉ２に対応する）光モジュールが
光源５２０から選択され、（例えば、部分Ｉ９に対応する）光モジュールが光源５３０か
ら選択され、（例えば、部分Ｉ１０に対応する）光モジュールが光源５５０から選択され
得る。
【００６０】
　ステップＳ３０６において、選択された光モジュールのうちの少なくとも１つが照明要
件を満たすように調和してまたは独立に調整される。
【００６１】
　本発明の実施形態において、ターゲット領域に対する照明要件は、領域の所望の照度を
規定することができる。所望の照度を照明要件から得ることができ、次いで、選択された
光モジュールのうちの少なくとも１つの出力レベルが照明要件を満たすように出力レベル
と照度との関係に基づいて調整され得る。光モジュールの出力レベルは、様々な方法によ
って、例えば、光モジュールの電圧もしくは電流を増加または減少させることによって、
あるいは当技術分野において知られている任意の他の手段によって調整されてもよい。一
部の実施形態において、照明システムの具体的なシナリオに応じて、出力レベルと照度の
関係は、異なる形態を有してもよい。例えば、図５に示すような照明システムに関して、
ターゲット領域５０１に対して、（Ａ１におけるＩ５、Ａ２におけるＩ２、Ａ３における
Ｉ９、Ａ４におけるＩ１、およびＡ５におけるＩ１０に対応する）５つの光モジュールが
光源Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４およびＡ５から選択され、出力レベルと（「Ｅ」として表示
される）照度の関係が
【００６２】
【数１】

として規定することができて、ここで、Ｈは、地面に対する各光源の高さを示し、ＩＡ１

－５（θＡ１）は、光源Ａ１の照明分布における部分Ｉ５の出力レベルを示し、ＩＡ２－

２（θＡ２）は、光源Ａ２の照明分布における部分Ｉ２の出力レベルを示し、ＩＡ３－９

（θＡ３）は、光源Ａ３の照明分布における部分Ｉ９の出力レベルを示し、ＩＡ４－１（
θＡ４）は、光源Ａ４の照明分布における部分Ｉ１の出力レベルを示し、ＩＡ５－１０（
θＡ５）は、光源Ａ５の照明分布における部分Ｉ１０の出力レベルを示し、θＡ１、θＡ

２、θＡ３、θＡ４およびθＡ５は、それぞれ光源Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４およびＡ５か
らのターゲット領域の相対的な方向を示す。
【００６３】
　当業者には理解されるように、出力レベルと照度の関係に対して他の多くの形態があっ
てもよく、上記の式（３）は、例示のために示されたものであり、限定するものではない
。
【００６４】
　本発明の一部の実施形態において、少なくとも１つの光モジュールは照明要件を満たす
ように調和して調整される。具体的には、例えば、（Ａ１におけるＩ５、Ａ２におけるＩ

２、Ａ３におけるＩ９、Ａ４におけるＩ１、およびＡ５におけるＩ１０に対応する）５つ
の光モジュールの出力レベルにパラメータを掛けることができ、このパラメータは、その
場所の照度を低減する必要がある場合は、１を下回り、その場所の照度を増加させる必要
がある場合は、１を上回る。当業者には理解されるように、パラメータの具体的な値は、
いくつかの要因、例えば出力レベルと照度の関係の形態などに依存し、パラメータは、具
体的なシナリオに対して算出されてもよい。
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【００６５】
　本発明の代替の実施形態において、少なくとも１つの光モジュールが照明要件を満たす
ように独立に調整される。具体的には、（Ａ１におけるＩ５、Ａ２におけるＩ２、Ａ３に
おけるＩ９、Ａ４におけるＩ１、およびＡ５におけるＩ１０に対応する）５つの光モジュ
ールの１つまたは複数の出力レベル（複数可）は、その場所の照度を低減させる、または
増加させる必要がある場合、低減され、または増加されてもよい。例えば、Ａ１における
Ｉ５に対応する光モジュールの出力レベルのみが調整され、（Ａ２におけるＩ２、Ａ３に
おけるＩ９、Ａ４におけるＩ１、およびＡ５におけるＩ１０に対応する）残りの４つの光
モジュールは、もとのままである。別の例を挙げると、Ａ１におけるＩ５に対応する光モ
ジュール、およびＡ３におけるＩ９に対応する光モジュールの出力レベルのみが調整され
、（Ａ２におけるＩ２、Ａ４におけるＩ１およびＡ５におけるＩ１０に対応する）残りの
３つの光モジュールは、もとのままである。選択された光モジュールのうちのいずれか１
つまたは複数が調整されてもよく、上記の例は、単に例示である。
【００６６】
　少なくとも１つの光モジュールが照明要件を満たすように様々な方法で調整されてもよ
いことを当業者は、理解されるであろう。例えば、光モジュールの一部（またはすべて）
が照明要件によって調整されてもよい。したがって、上記の実施形態は、例示であり、典
型であって、限定を目的とするものではない。
【００６７】
　図６を次に参照すると、本発明の例示的な実施形態による光源の照明分布の例を三次元
で示す概略図が示されている。図６から、光源の照明分布が三次元（３Ｄ）の小滴の形態
であってもよいことがわかる。
【００６８】
　図７を次に参照すると、本発明の例示的な実施形態による照明分布の正面図および側面
図を示す概略図が示されている。具体的には、図７に示すように、正面図は、７０１とし
て表示され、側面図は、７０２として表示される。
【００６９】
　図８を次に参照すると、本発明の例示的な実施形態による照明分布の断面を正面図で示
す概略図が示されている。
【００７０】
　本発明の実施形態において、正面図の照明分布は、（例えば、図４に示すようなＩ１、
Ｉ２、Ｉ３、．．．、Ｉ８、Ｉ９、Ｉ１０と類似していてもよい）いくつかの部分に分割
することができて、各部分が光源における各光モジュールに対応する。一部の実施形態に
おいて、光源は、複数の光モジュールを備え、光モジュールは、光を放射し、それに応じ
て角度θのレンジに対応する照明範囲を有する。したがって、正面図の照明分布は、それ
ぞれが光源における光モジュールに対応するいくつかの部分（例えば８つの部分）に一様
に分割されてもよい。角度θは、θ１、θ２、．．．θ８として示されてもよい。簡単に
表すため、θ１およびθ２のみが図８に示され、例えば、０°＜θ１≦１５°、および－
１５°＜θ２≦０°であり、当業者は、容易に他の角度のレンジを理解されるであろう。
本例において、θ２は、光源の中心の垂直ライン８１０に関してθ１と対称であり、した
がってθ２の値が負であることに留意されたい。
【００７１】
　図９を次に参照すると、本発明の例示的な実施形態による照明分布の断面を側面図で示
す概略図が示されている。
【００７２】
　図８に示す実施形態と同様に、光モジュールは、光を放射し、それに応じて角度のレン
ジに対応する照明範囲を有し、側面図における照明分布は、それぞれが光源における光モ
ジュールに対応するいくつかの部分（例えば６つの部分）に一様に分割されてもよい。角
度φは、φ１、φ２、．．．φ６として示されてもよい。簡単に表すため、φ１およびφ

２のみが図９に示され、例えば、０°＜φ１≦２０°、および－２０°＜φ２≦０°であ
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り、当業者は、容易に他の角度のレンジを理解されるであろう。本例において、φ２は、
光源の中心の垂直ライン９１０に関してφ１と対称であり、したがってφ２の値が負であ
ることに留意されたい。
【００７３】
　本発明の実施形態において、
【００７４】
　上記を考慮して、光源がＮ個の光モジュールを備える場合、三次元において、照明分布
における各光モジュールに対応する（Ｉ（θ、φ）として表示される）部分は、
　　Ｉｉ（θ、φ）＝Ｉｉ・Ｆｉ（θ、φ）　　　　　　　　（４）
と表現することができて、ここでｉ＝１、２、３、．．．、Ｎである。
【００７５】
　したがって、（Ｉ（θ、φ）として表示される）光源の照明分布は、
　　Ｉ（θ、φ）＝［Ｉ１（θ、φ）、Ｉ２（θ、φ）、．．．、ＩＮ（θ、φ）］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５）
と表現され得る。
【００７６】
　図１０を次に参照すると、本発明の例示的な実施形態によるターゲット領域の照度の制
御を示す概略図が示されている。
【００７７】
　図１０からわかるように、ターゲット領域は、１００１として表示され、光源は、１０
０２として表示される。ここで、光源とターゲット領域１００１間の位置関係および光源
１００２の照明分布に基づいて、光源１００２からの、ターゲット領域１００１の照度に
関連付けられる光モジュールの選択に関していくつか説明を行う。
【００７８】
　当業者にとって、ターゲット領域と光源間の位置関係を計算するやり方を理解すること
は容易である。例えば、３Ｄ空間において、ターゲット領域１００１と光源１００２間の
位置関係は、地面の点Ｏと点Ａ間の距離（「距離ＯＡ」とも呼ばれる）、地面の点Ｏと点
Ｂ間の距離（「距離ＯＢ」とも呼ばれる）を含むことができる。距離を計算するための例
示的な実施形態は、図１１を参照することができ、ここでは、本発明の例示的な実施形態
によるターゲット領域１１０１と光源１１０２間の位置関係を示す概略図が示されている
。距離ＯＡは、Ｈ・ｔａｎ（θ）によって計算することができて、距離ＯＢは、Ｈ・ｔａ
ｎ（φ）によって計算され得る。
【００７９】
　上記を考慮して、ターゲット領域の（「Ｅ」として表示される）照度は、次式
【００８０】
【数２】

として計算することができて、ここで、Ｈは地面１００３に対する光源１００２の高さを
示す。
【００８１】
　図１２を次に参照すると、本発明の例示的な実施形態による照明システムにおいてター
ゲット領域の照度を制御するための装置１２００を示す概略図が示されている。照明シス
テムは、図１に示すような照明システム１００であってもよく、この照明システムは、少
なくとも１つの光源を備え、少なくとも１つの光源それぞれが複数の光モジュールを備え
、複数の光モジュールそれぞれが独立に調整可能である。
【００８２】
　装置１２００は、２つの構成要素である、セレクタ１２１０およびアジャスタ１２２０
を備えることができる。本発明の実施形態において、セレクタ１２１０は、少なくとも１
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つの光源とターゲット領域間の位置関係および少なくとも１つの光源の照明分布に基づい
て、少なくとも１つの光源から、その領域の照度に関連付けられる少なくとも１つの光モ
ジュールを選択するように構成されてもよく、アジャスタ１２２０は、選択された少なく
とも１つの光モジュールのうちの少なくとも１つを調整するように構成されてもよい。
【００８３】
　本発明の実施形態において、セレクタ１２１０は、少なくとも１つの光源からのターゲ
ット領域の少なくとも１つの相対的な方向を計算するように構成された計算ユニット、お
よび少なくとも１つの相対的な方向に基づいて、少なくとも１つの光源とターゲット領域
間の位置関係を得るように構成された第１の取得ユニットを備えることができる。
【００８４】
　本発明の実施形態において、セレクタ１２１０は、位置関係から、光源からのターゲッ
ト領域の相対的な方向を得るように構成された第２の取得ユニットと、光源の照明分布か
ら、光源から放射する複数の光モジュールの照明方向を得るように構成された第３の取得
ユニットと、相対的な方向を照明方向と比較するように構成された比較ユニットと、比較
結果に基づいて、光源の複数の光モジュールから１つの光モジュールを選択するように構
成された選択ユニットとを備えることができる。
【００８５】
　本発明の実施形態において、アジャスタ１２２０は、照明要件を満たすように少なくと
も１つの光モジュールを調和してまたは独立に調整するように構成された第１の調整ユニ
ットを備えることができる。
【００８６】
　本発明の実施形態において、光源の照明分布は、三角形、小滴、または扇形の形態であ
ってもよい。
【００８７】
　本発明の実施形態において、光モジュールは、少なくとも１つの発光素子を備えること
ができる。本発明の実施形態において、発光素子は、ＬＥＤ、ＯＬＥＤ、または蛍光灯で
あってもよい。
【００８８】
　図２および３を参照して説明したように、装置１２００は、機能性を実施するように構
成され得ることに留意されたい。したがって、本発明の方法、例えば、方法２００および
３００に関して論じた特徴は、装置１２００の対応する構成要素に適用される。装置１２
００の構成要素は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、および／または、そ
れらの任意の組み合わせにおいて具現化されてもよいことにさらに留意されたい。例えば
、装置１２００の構成要素は、それぞれ回路、プロセッサ、または任意の他の適切なデバ
イスによって実施されてもよい。当業者は、上記の例が単に例示の目的のためであって、
限定としてではないことを理解されるであろう。
【００８９】
　本開示の一部の実施形態において、装置１２００は、少なくとも１つのプロセッサを備
える。本開示の実施形態での使用に適した少なくとも１つのプロセッサは、一例を挙げる
と、既知または将来開発される汎用のプロセッサおよび特殊用途のプロセッサの両方を含
んでもよい。装置１２００は、少なくとも１つのメモリをさらに含む。少なくとも１つの
メモリは、例えば、半導体メモリデバイス、例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ、および、フラッシュメモリデバイスを含んでもよい。少なくとも１つのメモリ
は、コンピュータ実行可能命令のプログラムを保存するために使用されてもよい。プログ
ラムは、任意の高レベルおよび／または低レベルのコンパイル可能なもしくは解釈可能な
プログラミング言語で書くことができる。実施形態によると、コンピュータ実行可能命令
は、少なくとも１つのプロセッサを用いて、本発明の方法、例えば上で論じたような方法
２００または３００に従って、装置１２００に少なくとも行わせるように構成されてもよ
い。
【００９０】
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　図１３を次に参照すると、本発明の例示的な実施形態による例示的な照度の結果および
所望の照度の結果を示す概略図が示されている。
【００９１】
　図１３に示すように、下部はターゲット領域に対する所望の照度分布を示し、上部は、
本発明により得られたターゲット領域に対する照度分布を示す。所望の照度分布は、他の
場所の照度をもとのままに維持しながら、照明が低下して、ターゲット領域がより暗くな
るように、ターゲット領域の照度を低減させることができる。本発明の解決策により、タ
ーゲット領域の照度が首尾よく低減され、他の領域の照度を実質的にもとのままに維持し
ていることがわかる。
【００９２】
　本発明の実施形態において、コンピュータで読取り可能な媒体上で具体的に具現化され
るコンピュータ・プログラムを備えるコンピュータ・プログラム製品が提供される。コン
ピュータ・プログラムは、本発明による方法を実行するように構成され得る。例えば、コ
ンピュータ・プログラムは、少なくとも１つの光源とターゲット領域間の位置関係、およ
び少なくとも１つの光源それぞれの照明分布に基づいて、１つの光源から、その場所の照
度に関連付けられている少なくとも１つの光モジュールを選択するための命令と、選択さ
れた少なくとも１つの光モジュールのうちの少なくとも１つを調整するための命令とを備
えることができる。
【００９３】
　上記の説明を通して、当業者は、本発明の実施形態が、オープン領域に対する個人専用
の照明を実現するために、照明システムにおいてターゲット領域の照度を制御するための
有効なメカニズムを提供することを容易に理解されるであろう。照明システム（例えば、
図１に示すようなシステム１００）は、少なくとも１つの光源を備えることができ、少な
くとも１つの光源それぞれが複数の光モジュールを備え、複数の光モジュールのそれぞれ
が独立に調整可能である。照明システムは、本発明による装置を備えることができるコン
トローラをさらに備えてもよい。この構成を使用することによって、周囲の同僚の働き心
地を乱さずに、ユーザの作業領域の照度を彼もしくは彼女の好み及び活動に合わせる、ま
たは個人専用にすることが可能である。したがって、ターゲット領域の照度に関するユー
ザ体験は、著しく、効果的に改善され得る。
【００９４】
　全体に、様々な例示的な実施形態は、ハードウェアまたは特殊用途の回路、ソフトウェ
ア、論理回路またはそれらの任意の組み合わせにおいて実施されてもよい。例えば、一部
の態様は、ハードウェアにおいて実施されてもよく、他の態様は、コントローラ、マイク
ロプロセッサまたは他のコンピューティングデバイスによって実行され得るファームウェ
アまたはソフトウェアにおいて実施されてもよいが、本発明は、それらに限定されない。
本発明の例示的な実施形態の様々な態様が、ブロック図、流れ図、または他のなんらかの
図的表現を使用することによって示される場合があるが、本明細書で説明したこれらのブ
ロック、装置、システム、技法または方法は、非限定的な例として、ハードウェア、ソフ
トウェア、ファームウェア、特殊用途の回路もしくは論理回路、多目的のハードウェアも
しくはコントローラ、または他のコンピューティングデバイス、あるいはそれらの組み合
わせにおいて実施されてもよいことがよくわかる。
【００９５】
　具体的には、図２および３に示す様々なブロックは、方法のステップとして、および／
または、コンピュータ・プログラム・コードの動作によって生じる動作として、および／
または、関連付けられた機能（複数可）を実行するように構築された複数の結合論理回路
素子として、見なすこともできる。本発明の例示的な実施形態の少なくとも一部の態様は
、集積回路チップおよびモジュールなどの様々な構成要素において実行されてもよく、本
発明の例示的な実施形態は、本発明の例示的な実施形態により動作するように構成可能な
集積回路、ＦＰＧＡまたはＡＳＩＣとして具現化される装置において実現されてもよい。
【００９６】
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　上記の議論にはいくつかの具体的な実施態様の詳細が含まれているが、これらは、いず
れの発明、または特許請求され得るものの範囲に対する限定としてではなく、特定の発明
の特定の実施形態に特有となりうる特徴の説明として解釈されるべきである。また、別の
実施形態のコンテクストにおいて本明細書に記載されたある特徴は、単一の実施形態にお
いて組み合わせて実施されてもよい。逆に、単一の実施形態のコンテクストにおいて記載
された様々な特徴も、複数の実施形態において別々に、または任意の適切なサブ組み合わ
せにおいて実施されてもよい。さらに、特徴がある組み合わせにおいて作用するとして上
で記載され、そのように最初に特許請求されることさえあるが、特許請求される組み合わ
せからの１つまたは複数の特徴は、ある場合にはその組み合わせから削除されてもよく、
特許請求される組み合わせは、サブ組み合わせまたはサブ組み合わせの変形形態を対象と
してもよい。
【００９７】
　同様に、動作は、図面において特定の順番で示されているが、これは、そうした動作が
図示された特定の順番でもしくは順序で行われるべきであるということ、または図示され
た動作がすべて望ましい結果を実現するために行われるべきであるということを要求して
いるとして理解されるべきではない。ある状況では、マルチタスクおよび並列処理が有利
な場合がある。さらに、上記の実施形態における様々なシステム構成要素の分離は、すべ
ての実施形態においてそうした分離を要求していると理解されるべきではなく、記載され
たプログラム構成要素およびシステムは、概して互いに単一のソフトウェア製品に統合さ
れてもよく、または複数のソフトウェア製品にパッケージ化されてもよいことを理解され
たい。
【００９８】
　本発明の上記の例示的な実施形態に対する様々な変更形態、適合形態は、上記の説明を
考慮して添付図面とともに読むとき、関連する当技術分野の当業者には明らかになる可能
性がある。すべての変更形態は、それでもなお本発明の非限定的で例示的な実施形態の範
囲内にある。さらに、本明細書で述べた本発明の他の実施形態は、上記の説明および関連
付けられた図面において提示された教示の利点を有する本発明のこれらの実施形態が関係
する当業者には思い浮かぶであろう。
【００９９】
　したがって、本発明の実施形態は、開示された特定の実施形態およびその変更形態に限
定されるべきではなく、他の実施形態は、添付の特許請求の範囲の範囲内に含まれること
が意図されていることを理解されるべきである。本明細書において特定の用語が使用され
ているが、それらは限定する目的ではなく、単に一般的、解説的な意味において使用され
ている。
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